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2B07 地方自治体における 循環型社会の 構築 
一 福岡県が目指す 新たをシステム 作り一 

0 櫻井利彦，徳永隆司，渡辺 章 ( 福岡県リサイクル 総合研究センタ り 

1 はじめに 

現代の大量生産、 大量消費、 大量廃棄型の 社会経済システムにより、 廃棄物の発生量の 

増大、 質の多様化による 最終処分場の 容量逼迫、 確保の困難、 有害汚染物質の 発生などの 

環境問題が発生しており、 これに対応するためには、 廃棄物発生量の 削減、 廃棄物の再 使 

用や資源化等による 物質の循環を 促進する資源循環型の 社会システムの 構築が求められて 

いる。 

福岡県は、 このような社会システムの 構築を目指し、 全国でも例が 無い「福岡県リサイク 

ル 総合研究センター」 ( 以下センターという。 ) を平成 1 3 年 6 月 t 日に立ち上げた。 今回 

このセンタ一の 機能等を中心に 紹介していく 

2  センタ一の設立理念 

資源循環を進めるためには、 発生抑制や再利用・ 再使用に係る 技術開発や中古市場の 開 

発 促進の動きを 把握しながら、 個別具体的な、 廃棄物についてリサイクルを 疎覚している 

技術面、 経済面、 制度面での制約要因を 明らかにしたつえで、 課題解決に必要となる 技術 

と 社会システムを 産学官民の関係者の 連帯によって 研究開発し、 地域において 制約要因の 

解決のための 具体的な取り 組みも行いながら、 地域システムとして 定着させていく 必要が 

あ る。 福岡県は、 このような研究開発と 社会システムの 開発を行い、 その実践に係る 支援 

な 行 う 政策推進型の 拠点として既存財団であ る、 福岡県環境保全公社にセンターを 設立し 

た   

3  センタ一の基本課題 

主なセンタ一の 基本課題として、 以下の 4 課題を設定した。 

Ⅰ 循環型社会の 構築に向けた 実践的取り組みの 推進 

2  環境・リサイクル 産業の集積と 産業構造の転換 

3  産・学・官・ 民 ( 住民、 NPO 等 ) の関係者による 新たなパートナーシップの 構築 

4  アジアを中心とする 国際社会への 貢献 

4  センタ一の機能 

上記課題を解決するために、 センターは以下の 機能を有する。 
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  廃棄物の特性に 応じて、 リサイクル技術や 分別回収等の 社会システムを 開発する研究 

開発機能 

2  研究成果の地域展開や 事業化を支援する 実践支援機能 

3 民間事業者や 住民等に対する 環境・リサイクル 情報の発信機能 

5  センター機能であ る研究開発と 実践支援の進め 方 

研究開発業務から 実践支援に い たるまでは以下の 段階があ る。 

1 廃棄物の処理・リサイクルの 課題を明らかにする 研究企画 

2  関係者により、 実用化の可能性を 検討する研究会 

3  産学官民が分担して 実用化に向けた 研究を行う研究プロジェクト 

4  研究成果の地域展開を 支援する実践支援 

ここで、 センタ一の特徴としては、 従来型の研究開発事業と 異なり、 研究企画の段 

階からセンタ 一職員が積極的に 関わることで、 研究開発や社会システムの 開発あ るい 

は事業化に必要な 行政情報等を 提供する事ができることであ る。 また、 実証試験が必 

要 な場合は、 共同研究期間に 限り、 北九州市エコタウン 実証試験エリア 内にあ る、 県 

の 実証試験地を 無償で使用する 事も可能であ る。 簡単なスキームを 図 1 に示す。 

  

京 """" 挨 。 " 。 " 

* 真下 活 " 仔 。 " 。 一 

図 1 研究開発・実践支援機能のスキーム 

6  センター研究開発事業に 参画する関係主体のメリット 

センタ一の研究開発事業に 各関係主体が 参画するということは、 技術開発と社会システ 
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ム をあ わせた研究及び 実践支援が得られるのみならず、 以下のようなメリットが 考えられ 

る。 

・民間事業者は、 資源循環型地域システムの 構築に必要な 技術・システム 開発とその事 

業 化に至る研究に 参画することで、 技術開発や事業面での 先行性確保が 期待できる。 

・大学等の学術研究機関にとっては、 民間事業者等との 人脈形成により 実用的な研究 ニ 

一ズ 0 発掘や技術移転による 研究資金の調達など、 研究基盤の整備向上を 図ることが 

できる。 

・市町村は、 当該自治体をフィールドとしたモデル 事業へ参画 ( システム設計・ 評価・ 

事業化・拡大普及等 ) することにより、 首長の政策推進、 事業化先行による 地域おこ 

し 、 事業費削減等の 財政貢献などを 期待できる。 また事業に参画する 自治体職員は、 

参画メンバーとの 人脈形成や新たな 知識の習得ができ、 今後の地域リサイクルの 推進 

力 が形成される。 

・県民 (NPO) にとっては、 モデル事業等を 県や市町村と 連帯し実施することにより、 社会 

参加ができる。 

  

ホ
 
 
 

タ
 

、
ノ
 

セ
 

め
、
 

た
 

の
 

 
 

へ
，
 

2
 
Ⅰ
 

 
 

ク
 ク
闇
 

 
 が

 

 
 

7
 
 
 l  e スクエア 

  県内企業紹介 

環境・リサイクル 技術を有する 県内企業紹介ぺ ー ジであ り、 廃棄物の種類等の 

検索項目で、 当該技術を持った 県内企業をピックアップできる。 

  リサイクル技術サイト 検索 

リサイクル技術を 有する国内企業等の 検索ぺ ー ジであ り、 他の検索エンジンと 

異なり、 目的のぺ ー ジに素早く到達が 可能となっている。 

  リサイクル市民活動 

リサイクルに 関する取り組みを 実践しているグループの 紹介ぺージ。 

  イベント情報 

イベント情報の 登録と閲覧のぺージ。 

  掲示板 

リサイクルに 関する 質 間や意見等を 自由に書き込める。 

2  活動案内 

センタ一の活動等を 逐次掲載。 

3  行政情報 

融資制度、 研究助成制度、 分別収集の促進情報等を 逐次記載。 
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4  リンク集 

回 、 各部道府県、 県内市町村、 特殊法人、 リサイクル等の 推進機関、 公設試験 

五 % ヲ巴椎鱗 ら黒、 e 比 のり、 ノ，ク ・ 5 億 

ここで、 ホームページには 英語版もあ り、 県内企業紹介のぺ ー ジでは、 英語版を作る 

ことで、 広く国内外に 県内企業を紹介できるようにしている。 

リサイクル市民活 功 

図 2  センターホームページにおける 環境情報機能 

8  最後に 

福岡県は、 このようにセンタ 一の機能を最大限に 活用することにより、 従来型の技術 開 

発 ほとどまらず、 各関係主体を 積極的に参画させ、 リサイクル技術の 入り口から出口まで 

0 社会システムを 事前に検討し、 共同研究開発終了後の 事業化をスムーズにし、 もって 循 

環 型社会の構築を 目指すものであ る。 

現在、 センタ一では 10 研究会及び 6 研究プロジェクトを 運営しており、 斬 らたなリサイ 

クル技術の開発及び 社会システムの 開発により、 廃棄物の削減や 静脈産業であ るリサイク 

ル産業の育成等にまい 返していく所存であ る。 
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